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冬季雷観測速報

（レーダーエコー強度の高度変化と発雷）＊

道本光一郎＊＊

　昭和62年12月～63年1月の約2ヵ月間，石川県小松空

港周辺で冬季雷の集中観測を行った．このうち，レーダ

ーエコー強度の高度変化と発雷について速報する．

　第1～4図はそれぞれ，昭和62年12月22日に観測され

たエコーセルの等エコーレベルの時間変化を示す．等ニ

コーレベルは0～9までの10段階に分かれ，0～3が

弱，4・5が並，6以上が強の降水強度に対応してい

る．また，矢印（↓）で空電方向探知機による発雷と×

印の数で1分間あたりの発雷数をそれぞれ示している「．

レーダーエコーの収集は約100秒に1回の割合で，

CAPPI操作により行った．第5図に，当日21時の高度

2km付近のCAPPI画面を示す．

　第1，2図は，発電を受信したエコーの，そして第

3，4図は発雷を受信していないエコーの各等エコーレ

ベルの高度の時間変化を示す．

　等エコーレベル0～3の時間変化は各図とも同様な傾

向を示している．そしてそれぞれの高度にも大きな相違

はない．

　最も特徴的なことは，発雷エコーの並以上のものが発

雷時に急激に成長していることである．そしてレベル6

の強いところの急激な成長と集中的な発雷が第1，2図

に共通してみられる．Reynoldsら（1956）のいうよう

に，レーダーにとらえられるほどの降水があるだけでは

発雷せず，それが急激な上昇発達を伴うときに発雷する

ということと第1，2図の集中的な発雷はよく一致して

いる．

　さて，Workmanら（1949）の観測では，雷雲の電気

的な活動の起こりはエコー頂が最も高いところに到達す
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るのとほぼ同時であるという．その後，エコー頂が低く

なりながら電気的な活動はいっそう盛んになると報告

されている．第1図のレベル5や6のふるまいはこの

Workmanらの観測とよく合っている．しかし，細かく

みればエコー頂が最高点に達する以前でも発雷してお

り，この傾向は注目するエコー強度によって異なると思

われる．

　ところで，この日の21時の輪島の高層観測によると，

高度4km付近は一20。Cであった．この温度レベル

まで並の強さのエコーが到達し，さらに急激に成長する

ことと発雷現象が何らかの関係があると思われる』今後

さらに多くのエコーについて調べる必要がある．

　もうひとつの特徴として，第1図の20時40分台の2度

の発雷現象である．この時期はレベル0～4がゆっくり

と発達しているだけである．高橋（1984）が数値モデル

で確認した海洋性の雷雲の雲頂付近（一30。C層）で先

行して起きる発雷現象とよく似た結果である．

　各エコー強度の高度変化と発雷現象が，何らかの関係

があるかどうか調べる必要がある．

1988年10月
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各等エコーレベルの時間変化，横軸は1時

刻，縦軸はエコー頂高度を示す．矢印は発

雷を，×印は1分間の発雷数を示す．
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第2図　各等エコーレベルの時間変化，その他は第

　　　　1図と同じ．
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第3，4図　各等エコーレベルの時間変化，発雷を伴わないもの．その他は第1図と同じ．
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第5図互高度2kmのCAPPI画面，等値線1は外側
　　　　から等エコーレベル0～6までを示す．

　　　　（北西50km付近のエコーが第1図の集中発
　　　　雷したもの）
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